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　いつも議会だよりをご愛読いただき、
誠にありがとうございます。毎回、議会で
の取り組みを身近に感じていただけるよ
う、市民の皆さまへ読みやすく分かりやす
い広報紙になるよう、広報委員メンバーで
工夫をしながら作成しております。今後も
お気づきの点がございましたら、ご意見・
ご要望をお願いいたします。
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（１０名）  島津 哲也 議会広報委員

三森至加委員長 光永邦保委員 吉村健治委員

齊藤博委員 島津哲也委員高瀬千鶴子委員 荒川慎太郎委員 古川智子委員

山本浩之副委員長 田中敦　委員

6月16日(金)～7月6日(木)第2回定例会は、

★傍聴にいらっしゃいませんか
本会議…どなたでも自由に傍聴することができます。傍聴希望の方は、本会
　　　　議の開催される日に議会棟5階、受付にお越しください。
委員会…委員会室外に設けられたモニターテレビを通じて、どなたでも自由
　　　　に傍聴（視聴）することができます。

★インターネット中継の実施
定例会、臨時会の本会議及び予算決算委員会は、熊本市議会ホームペー
ジで生中継・録画中継を行っています。また、委員会は、無料動画配信サー
ビス（YouTube）にて配信しています。詳しくは熊本市議会ホームページ
をご覧ください。

★手話通訳の放映
聴覚に障がいのある方への傍聴環境を充実させるため、本会議の生中継・
録画中継の映像に、手話通訳の画面表示を行っています。傍聴席において
も、手話通訳映像をご覧いただけるようモニターを設置しています。

★点字・音声版を発行しています
熊本市議会だよりの点字・音声版を希望される場合は、下記の議会局までお
電話いただくか、必要事項(住所・氏名・電話番号・点字か音声のどちらを希
望するか)を記載の上、メール・ＦＡＸ・郵便にてご連絡ください。

★皆様のご意見をお寄せください
熊本市議会だよりをさらに良いものにしていくためにご意見・ご感想を募集
しております。
送付先：下記の議会局までお願いします。

詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

永年にわたり、市政発展のために尽力された
議員の皆さまが表彰されました。

市議会からのお知らせ
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　この度、第60代熊本市議会議長に就任いたしました田中敦朗でございます。
　歴史と伝統ある熊本市議会の議長という大任を拝したこと、身に余る光栄であり、同時にその責任の重さに身の引き締まる思いでござ
います。議長として公正かつ円滑な議会運営と住民福祉のさらなる向上に全力で取り組むとともに、より開かれた、市民の皆さまに身近な
議会の実現を目指してまいります。
　さて、令和5年5月8日をもって新型コロナウイルス感染症が法律上、5類感染症に移行となりました。社会も生活も徐々にコロナ禍前
の日常に戻ることを期待致すところです。
　今後は、命と健康を最優先にしつつ、さらに社会活動や地域経済を拡大していく必要があります。本市では、物価高騰への経済対策をは
じめ、超高齢社会に伴う医療・福祉の在り方、次代を担う子どもたちの育成や少子化対策など、取り組むべき重要な課題を抱えておりま
す。市議会といたしましても、二元代表制の一翼を担うべく、市民の皆さまの声に耳を傾け、その声を背景に議論し、市政を発展させてい
くことがますます重要となると考えます。
　私は議長として、魅力ある郷土を活かし、生まれて良かった、住んで良かった、来て良かったまち実現に向け、市議会が力を十分発揮で
きるよう全力を尽くしてまいる所存でございますので、今後とも市民の皆さまの一層のご理解とご協力を賜りますよう心からお願い申し
上げます。

新議長あいさつ

　この度、第６３代副議長に就任いたしました大嶌澄雄でございます。伝統ある熊本市議会の副議長という大任を拝し、誠に光栄に存じます
とともに、責任の重さを痛感いたしておるところでございます。副議長として田中議長をお支えし、議会の円滑な運営と市政のさらなる発
展のため精一杯努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　いま、社会経済情勢は急速な少子高齢化への対応や災害対策、エネルギー価格や物価の高騰など、大きな変化に直面しています。私は
市民の皆さまが安心した社会生活を送れるよう、全力を注いでまいります。
　また、市民の代弁者として、議会のあるべき姿について議論を重ねるとともに、本市議会が市民の皆さまからの負託と信頼に応えられま
すよう努力を傾注してまいる所存でございます。
　市民の皆さまに、より一層の御支援と御協力をお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせていただきます。

新副議長あいさつ

議長  田中　敦朗

待望の熊本西環状道路　　写真提供：島津哲也 議会広報委員

副議長  大嶌　澄雄

議 案 番 号・件 名

議第1号

議第18号

議第39号

議第42号

議第92号

議第95号

議第96号

令和5年度熊本市一般会計予算

令和4年度熊本市一般会計補正予算

熊本市消防団員の定員、任用、服務等に関する条例の一部改正について

熊本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

特定の事務を取り扱う郵便局の指定について

熊本市国民健康保険条例の一部改正について

令和4年度熊本市一般会計補正予算
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主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第１回定例会では、3件の意見書が可決（内2件が全会一致）されました。

発議第２号

発議第３号

発議第４号

地方における人材不足解消に向けた制度改革の推進を求める意見書について

多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書について

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書について

※発議第2号～３号は、
　全会一致で可決されました。

総務大臣より表彰

第98回全国市議会議長会総会における表彰

田中 敦朗 議員
原 　　亨 議員

令和4年 自治功労者表彰

35年以上　落水 清弘 議員

 15年以上
上田 芳裕 議員
紫垣 正仁 議員
那須　 円 議員

10年以上
大嶌 澄雄 議員

たなか あつお

おおしま すみお



選挙区ごとの議員名簿
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自民党…自由民主党熊本市議団　 熊本自民…熊本自由民主党市議団　 市民連合…市民連合
公明党…公明党熊本市議団　 共産党…日本共産党熊本市議団　 参政党…参政党熊本市議団会派正式名称

（各委員会名簿は正副委員長を除き、議席番号順に掲載）

正副委員長を除く全議員

井坂　隆寛　田上　辰也　田中　誠一
古川　智子　浜田　大介　澤田　昌作

菊地　渚沙　村上　誠也　藤山　英美
山中惣一郎　松川　善範　村上　　博

大嶌　澄雄　井芹　栄次　山内　勝志
村上　　麿　吉田　健一　田尻　善裕

田中　敦朗　筑紫るみ子　髙本　一臣
木庭　功二　寺本　義勝　西岡　誠也

瀨尾　誠一　高瀬千鶴子　坂田　誠二
中川栄一郎　大石　浩文　満永　寿博

松本　幸隆　落水　清弘　上野美恵子
井本　正広　紫垣　正仁　上田　芳裕

荒川慎太郎　西岡　誠也　田尻　善裕
齊藤　　博　田上　辰也　上野美恵子
北川　　哉　浜田　大介
髙本　一臣　落水　清弘

松川　善範　山本　浩之　小佐井賀瑞宜
筑紫るみ子　吉村　健治　紫垣　正仁
田島　幸治　伊藤　和仁
日隈　　忍　高瀬千鶴子

古川　智子　浜田　大介　澤田　昌作
齊藤　　博　井本　正広　満永　寿博
平江　　透　大石　浩文　上田　芳裕
西岡　誠也　坂田　誠二

予算及びこれに関連する事項
決算及びこれに関連する事項

予算決算委員会（定数４８）

文化市民局、教育委員会の所管に属する事項
教育市民委員会（定数８）

健康福祉局、こども局、病院局の所管に属する事項
厚生委員会（定数８）

環境局、上下水道局の所管に属する事項
環境水道委員会（定数８）

経済観光局、農水局、農業委員会の所管に属する事項
経済委員会（定数８）

本庁舎に求められる機能と在り方及びこれに係る諸問題に関する調査

庁舎整備に関する特別委員会（定数12）

議会運営委員会（定数１３）

大都市における行財政制度の在り方に関する調査

大都市行財政制度に関する特別委員会（定数12）

都市建設局、交通局の所管に属する事項

※財政局、会計総室、監査委員、病院局、上下水道局、交通局の所管事項については、予算決算委員会の所管に属する事項を除く。

都市整備委員会（定数８）

政策局、総務局、財政局、都市政策研究所、会計総室、消防局、選挙管理委員会、
監査委員、人事委員会、議会局の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に
属しない事項

総務委員会（定数８）

委員会の構成
委員会は議案等を専門的に詳しく審査し、本会議での意思決定を補助する機関です。委員会に
は常時設置されている常任委員会と必要に応じ設置される特別委員会、そして議会運営に関
する事項について審査、決定を行う議会運営委員会があります。全議員はそれぞれ２つの常任
委員会に所属し、その中の一つは予算決算委員会となります。
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（正） 紫 垣 　 正 仁
（副） 村 上 　 　 博

（正） 小佐井賀瑞宜
（副） 北 川 　 　 哉

（正） 田 島 　 幸 治
（副） 伊 藤 　 和 仁

（正） 吉 村 　 健 治
（副） 荒 川 慎 太 郎

（正） 三 森 　 至 加
（副） 山 本 　 浩 之

（正） 日 隈 　 　 忍
（副） 島 津 　 哲 也

（正） 平 江 　 　 透
（副） 齊 藤 　 　 博

（正） 大 石 　 浩 文
（副） 三 森 　 至 加

（正） 澤 田 　 昌 作
（副） 山 内 　 勝 志

（正） 寺 本 　 義 勝
（副） 山 本 　 浩 之

令和5年 第1回定例会の概要 会期 24日間2/20～3/15

● 2月20日 本会議

● 2月22日、24日、27日～28日 本会議
・開会　・提案理由説明

・代表質問
・一般質問（3日間）

● 3月2日 予算決算委員会
・総括質疑

市長提出議案　   97件 ・・・
・・・議員提出議案　     6件

請　　　　願　     0件

原案どおり可決97件、否決0件
原案どおり可決4件、否決2件

2月22日　予算決算委員会理事会
2月27日　議会運営委員会
2月28日  大都市税財政制度・都市問題等特別委員会

3月 2日　議会活性化検討会

● 3月7日～8日 予算決算委員会分科会、部門別常任委員会

● 3月15日 本会議

● 3月13日 予算決算委員会

・委員長報告　・質疑、討論、表決　・閉会

・分科会長報告、締めくくり質疑、表決
3月13日  議会運営委員会
3月13日  庁舎整備に関する特別委員会

提出議案と議決結果

○令和４年度熊本市一般会計補正予算
総額　51億778万円（減額補正予算含む）

主な議案の概要① （予算）

＜主な内容＞
●公共施設長寿命化等基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28億円
●畜産クラスター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億4,385万円
●低所得の子育て世帯への生活支援特別給付金給付事業・・・3億3,100万円
●広域観光連携事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億4,500万円
●高齢者施設における介護サービス継続支援事業・・・・・・・・・・・・・・・6,200万円
●寒波被害対策緊急支援経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,830万円

○令和５年度熊本市一般会計予算
総額　3,815億円

＜主な新規事業の内容＞
●砂取環境保護地区買入れ経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億800万円
●盛土対策経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,910万円
●ベストミックス推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,900万円
●中心市街地活性化推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,240万円
●マスターズ水泳関係経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,810万円
●民間活力を活用した健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,700万円
●都市マスタープラン推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,300万円
●中小企業等DXアクセラレーション事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,200万円
●観光マーケティング戦略策定経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,000万円
●博物館施設整備経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,930万円
●ラグビー日本代表戦開催経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,926万円
●公共建築物ZEB化推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,810万円
●公文書館設置経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,700万円

●…総務費　●…農林水産業費　●…民生費　●…商工費
●…衛生費　●…土木費　●…教育費

中央区（定数12）

井坂　隆寛
会派：無所属議員　 期数：1期

いざか たかひろ

筑紫　るみ子
会派：参政党　 期数：1期

ちくし こ

山本　浩之
会派：熊本自民　 期数：2期

やまもと ひろゆき

高瀬　千鶴子
会派：公明党　 期数：2期

たかせ ちづこ

三森　至加
会派：公明党　 期数：3期

みもり りか

髙本　一臣
会派：熊本自民　 期数：4期

たかもと かずおみ

紫垣　正仁
会派：熊本自民　 期数：5期

しがき まさひと

上田　芳裕
会派：市民連合　 期数：5期

うえだ よしひろ

村上　博
会派：市民連合　 期数：6期

むらかみ ひろし

大石　浩文
会派：自民党　 期数：6期

おおいし ひろふみ

田尻　善裕
会派：熊本自民　 期数：6期

たじり よしひろ

上野　美恵子
会派：共産党　 期数：7期

うえの みえこ

東区（定数12）

村上　麿
会派：自民党　 期数：1期

むらかみ まろ

菊地　渚沙
会派：参政党　 期数：1期

きくち なぎさ

山中　惣一郎
会派：無所属議員　 期数：1期

やまなか そういちろう

井芹　栄次
会派：共産党　 期数：1期

いせり えいじ

吉田　健一
会派：公明党　 期数：2期

よしだ けんいち

齊藤　博
会派：自民党　 期数：2期

さいとう ひろし

山内　勝志
会派：市民連合　 期数：2期

やまうち かつし

日隈　忍
会派：自民党　 期数：2期

ひぐま しのぶ

井本　正広
会派：公明党　 期数：4期

いのもと まさひろ

田上　辰也
会派：市民連合　 期数：4期

たのうえ たつや

満永　寿博
会派：熊本自民　 期数：6期

みつなが としひろ

藤山　英美
会派：熊本自民　 期数：8期

ふじやま ひでみ

北区（定数9）

西岡　誠也
会派：市民連合　 期数：4期

にしおか せいや

澤田　昌作
会派：熊本自民　 期数：6期

さわだ よしとも

田中　誠一
会派：自民党　 期数：7期

たなか せいいち

瀨尾　誠一
会派：無所属議員　 期数：1期

せお せいいち

松川　善範
会派：熊本自民　 期数：1期

まつかわ よしのり

伊藤　和仁
会派：公明党　 期数：2期

いとう かずひと

荒川　慎太郎
会派：自民党　 期数：2期

あらかわ しんたろう

吉村　健治
会派：市民連合　 期数：2期

よしむら けんじ

田島　幸治
会派：自民党　 期数：2期

たしま ゆきはる

小佐井　賀瑞宜
会派：自民党　 期数：4期

こさい かずのり

田中　敦朗
会派：自民党　 期数：5期

たなか あつお

坂田　誠二
会派：自民党　 期数：8期

さかた せいじ

西区（定数6）

木庭　功二
会派：公明党　 期数：1期

こば こうじ

中川　栄一郎
会派：熊本自民　 期数：1期

なかがわ えいいちろう

北川　哉
会派：熊本自民　 期数：2期

きたがわ はじめ

古川　智子
会派：自民党　 期数：2期

ふるかわ さとこ

島津　哲也
会派：市民連合　 期数：2期

しまづ てつや

落水　清弘
会派：自民党　 期数：10期

おちみず きよひろ

南区（定数9）

松本　幸隆
会派：熊本自民　 期数：1期

まつもと ゆきたか

村上　誠也
会派：自民党　 期数：1期

むらかみ せいや

平江　透
会派：熊本自民　 期数：2期

ひらえ とおる

大嶌　澄雄
会派：熊本自民　 期数：3期

おおしま すみお

浜田　大介
会派：公明党　 期数：4期

はまだ だいすけ

寺本　義勝
会派：自民党　 期数：4期

てらもと よしかつ



選挙区ごとの議員名簿

くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号 3くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号2

自民党…自由民主党熊本市議団　 熊本自民…熊本自由民主党市議団　 市民連合…市民連合
公明党…公明党熊本市議団　 共産党…日本共産党熊本市議団　 参政党…参政党熊本市議団会派正式名称

（各委員会名簿は正副委員長を除き、議席番号順に掲載）

正副委員長を除く全議員

井坂　隆寛　田上　辰也　田中　誠一
古川　智子　浜田　大介　澤田　昌作

菊地　渚沙　村上　誠也　藤山　英美
山中惣一郎　松川　善範　村上　　博

大嶌　澄雄　井芹　栄次　山内　勝志
村上　　麿　吉田　健一　田尻　善裕

田中　敦朗　筑紫るみ子　髙本　一臣
木庭　功二　寺本　義勝　西岡　誠也

瀨尾　誠一　高瀬千鶴子　坂田　誠二
中川栄一郎　大石　浩文　満永　寿博

松本　幸隆　落水　清弘　上野美恵子
井本　正広　紫垣　正仁　上田　芳裕

荒川慎太郎　西岡　誠也　田尻　善裕
齊藤　　博　田上　辰也　上野美恵子
北川　　哉　浜田　大介
髙本　一臣　落水　清弘

松川　善範　山本　浩之　小佐井賀瑞宜
筑紫るみ子　吉村　健治　紫垣　正仁
田島　幸治　伊藤　和仁
日隈　　忍　高瀬千鶴子

古川　智子　浜田　大介　澤田　昌作
齊藤　　博　井本　正広　満永　寿博
平江　　透　大石　浩文　上田　芳裕
西岡　誠也　坂田　誠二

予算及びこれに関連する事項
決算及びこれに関連する事項

予算決算委員会（定数４８）

文化市民局、教育委員会の所管に属する事項
教育市民委員会（定数８）

健康福祉局、こども局、病院局の所管に属する事項
厚生委員会（定数８）

環境局、上下水道局の所管に属する事項
環境水道委員会（定数８）

経済観光局、農水局、農業委員会の所管に属する事項
経済委員会（定数８）

本庁舎に求められる機能と在り方及びこれに係る諸問題に関する調査

庁舎整備に関する特別委員会（定数12）

議会運営委員会（定数１３）

大都市における行財政制度の在り方に関する調査

大都市行財政制度に関する特別委員会（定数12）

都市建設局、交通局の所管に属する事項

※財政局、会計総室、監査委員、病院局、上下水道局、交通局の所管事項については、予算決算委員会の所管に属する事項を除く。

都市整備委員会（定数８）

政策局、総務局、財政局、都市政策研究所、会計総室、消防局、選挙管理委員会、
監査委員、人事委員会、議会局の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に
属しない事項

総務委員会（定数８）

委員会の構成
委員会は議案等を専門的に詳しく審査し、本会議での意思決定を補助する機関です。委員会に
は常時設置されている常任委員会と必要に応じ設置される特別委員会、そして議会運営に関
する事項について審査、決定を行う議会運営委員会があります。全議員はそれぞれ２つの常任
委員会に所属し、その中の一つは予算決算委員会となります。

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

議
会
運
営

委
員
会

（正） 紫 垣 　 正 仁
（副） 村 上 　 　 博

（正） 小佐井賀瑞宜
（副） 北 川 　 　 哉

（正） 田 島 　 幸 治
（副） 伊 藤 　 和 仁

（正） 吉 村 　 健 治
（副） 荒 川 慎 太 郎

（正） 三 森 　 至 加
（副） 山 本 　 浩 之

（正） 日 隈 　 　 忍
（副） 島 津 　 哲 也

（正） 平 江 　 　 透
（副） 齊 藤 　 　 博

（正） 大 石 　 浩 文
（副） 三 森 　 至 加

（正） 澤 田 　 昌 作
（副） 山 内 　 勝 志

（正） 寺 本 　 義 勝
（副） 山 本 　 浩 之

令和5年 第1回定例会の概要 会期 24日間2/20～3/15

● 2月20日 本会議

● 2月22日、24日、27日～28日 本会議
・開会　・提案理由説明

・代表質問
・一般質問（3日間）

● 3月2日 予算決算委員会
・総括質疑

市長提出議案　   97件 ・・・
・・・議員提出議案　     6件

請　　　　願　     0件

原案どおり可決97件、否決0件
原案どおり可決4件、否決2件

2月22日　予算決算委員会理事会
2月27日　議会運営委員会
2月28日  大都市税財政制度・都市問題等特別委員会

3月 2日　議会活性化検討会

● 3月7日～8日 予算決算委員会分科会、部門別常任委員会

● 3月15日 本会議

● 3月13日 予算決算委員会

・委員長報告　・質疑、討論、表決　・閉会

・分科会長報告、締めくくり質疑、表決
3月13日  議会運営委員会
3月13日  庁舎整備に関する特別委員会

提出議案と議決結果

○令和４年度熊本市一般会計補正予算
総額　51億778万円（減額補正予算含む）

主な議案の概要① （予算）

＜主な内容＞
●公共施設長寿命化等基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28億円
●畜産クラスター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億4,385万円
●低所得の子育て世帯への生活支援特別給付金給付事業・・・3億3,100万円
●広域観光連携事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億4,500万円
●高齢者施設における介護サービス継続支援事業・・・・・・・・・・・・・・・6,200万円
●寒波被害対策緊急支援経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,830万円

○令和５年度熊本市一般会計予算
総額　3,815億円

＜主な新規事業の内容＞
●砂取環境保護地区買入れ経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億800万円
●盛土対策経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,910万円
●ベストミックス推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,900万円
●中心市街地活性化推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,240万円
●マスターズ水泳関係経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,810万円
●民間活力を活用した健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,700万円
●都市マスタープラン推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,300万円
●中小企業等DXアクセラレーション事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,200万円
●観光マーケティング戦略策定経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,000万円
●博物館施設整備経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,930万円
●ラグビー日本代表戦開催経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,926万円
●公共建築物ZEB化推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,810万円
●公文書館設置経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,700万円

●…総務費　●…農林水産業費　●…民生費　●…商工費
●…衛生費　●…土木費　●…教育費

中央区（定数12）

井坂　隆寛
会派：無所属議員　 期数：1期

いざか たかひろ

筑紫　るみ子
会派：参政党　 期数：1期

ちくし こ

山本　浩之
会派：熊本自民　 期数：2期

やまもと ひろゆき

高瀬　千鶴子
会派：公明党　 期数：2期

たかせ ちづこ

三森　至加
会派：公明党　 期数：3期

みもり りか

髙本　一臣
会派：熊本自民　 期数：4期

たかもと かずおみ

紫垣　正仁
会派：熊本自民　 期数：5期

しがき まさひと

上田　芳裕
会派：市民連合　 期数：5期

うえだ よしひろ

村上　博
会派：市民連合　 期数：6期

むらかみ ひろし

大石　浩文
会派：自民党　 期数：6期

おおいし ひろふみ

田尻　善裕
会派：熊本自民　 期数：6期

たじり よしひろ

上野　美恵子
会派：共産党　 期数：7期

うえの みえこ

東区（定数12）

村上　麿
会派：自民党　 期数：1期

むらかみ まろ

菊地　渚沙
会派：参政党　 期数：1期

きくち なぎさ

山中　惣一郎
会派：無所属議員　 期数：1期

やまなか そういちろう

井芹　栄次
会派：共産党　 期数：1期

いせり えいじ

吉田　健一
会派：公明党　 期数：2期

よしだ けんいち

齊藤　博
会派：自民党　 期数：2期

さいとう ひろし

山内　勝志
会派：市民連合　 期数：2期

やまうち かつし

日隈　忍
会派：自民党　 期数：2期

ひぐま しのぶ

井本　正広
会派：公明党　 期数：4期

いのもと まさひろ

田上　辰也
会派：市民連合　 期数：4期

たのうえ たつや

満永　寿博
会派：熊本自民　 期数：6期

みつなが としひろ

藤山　英美
会派：熊本自民　 期数：8期

ふじやま ひでみ

北区（定数9）

西岡　誠也
会派：市民連合　 期数：4期

にしおか せいや

澤田　昌作
会派：熊本自民　 期数：6期

さわだ よしとも

田中　誠一
会派：自民党　 期数：7期

たなか せいいち

瀨尾　誠一
会派：無所属議員　 期数：1期

せお せいいち

松川　善範
会派：熊本自民　 期数：1期

まつかわ よしのり

伊藤　和仁
会派：公明党　 期数：2期

いとう かずひと

荒川　慎太郎
会派：自民党　 期数：2期

あらかわ しんたろう

吉村　健治
会派：市民連合　 期数：2期

よしむら けんじ

田島　幸治
会派：自民党　 期数：2期

たしま ゆきはる

小佐井　賀瑞宜
会派：自民党　 期数：4期

こさい かずのり

田中　敦朗
会派：自民党　 期数：5期

たなか あつお

坂田　誠二
会派：自民党　 期数：8期

さかた せいじ

西区（定数6）

木庭　功二
会派：公明党　 期数：1期

こば こうじ

中川　栄一郎
会派：熊本自民　 期数：1期

なかがわ えいいちろう

北川　哉
会派：熊本自民　 期数：2期

きたがわ はじめ

古川　智子
会派：自民党　 期数：2期

ふるかわ さとこ

島津　哲也
会派：市民連合　 期数：2期

しまづ てつや

落水　清弘
会派：自民党　 期数：10期

おちみず きよひろ

南区（定数9）

松本　幸隆
会派：熊本自民　 期数：1期

まつもと ゆきたか

村上　誠也
会派：自民党　 期数：1期

むらかみ せいや

平江　透
会派：熊本自民　 期数：2期

ひらえ とおる

大嶌　澄雄
会派：熊本自民　 期数：3期

おおしま すみお

浜田　大介
会派：公明党　 期数：4期

はまだ だいすけ

寺本　義勝
会派：自民党　 期数：4期

てらもと よしかつ



おしえて
ひごまる

シンクタンク（※1） ・・・・・・・・・・・ 地方自治体の政策立案において調査・研究を行い、当該問題を解決するための提言を行うことを目的に組織された機関・団体。

情報リテラシー（※2） ・・・・・・・・ 大量の情報の中から必要なものを収集し、分析・活用するための知識や技能のこと。

リスクとベネフィット（※3） ・・・「危険が生じる可能性」と「利益・恩恵」。

ＤＸ（※4） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
正式名称：Digital Transformation

ビジネス環境の激しい変化に対応し、デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変
革するとともに、業務、組織、プロセス、企業文化・風土を変革すること。

スマートシティ（※５） ・・・・・・・・・ ICT（情報通信技術）などの新技術やデータを活用し、多様な市民ニーズに対応したサービスの提供や都市機能を効率化・高度化す
ることにより、地域の課題を解決し、持続的な市民生活・都市活動を実現するまちのこと。

○熊本市消防団員の定員、任用、服務等に関する条例の一部改正について

主な議案の概要② （条例）

くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号 5くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号4

　消防団の機能別団員として新たに災害対応団員を設置するとともに、消防団
員の定年を定める等のため。
＜改正内容＞
１ 消防団に機能別団員として災害対応団員を設置する。
　※災害対応団員　災害発生時における活動等に従事する団員（１５年以上の
　　経験を有する消防団員退職者のうちから任命）
２ 消防団員の定年は、７０歳（団長及び副団長の職にある者については、７５歳）
　とする。
３ 消防団員の定員（４，８００人）について、次のとおり内訳を定める。
　(1) 基本団員　４，３００人
　(2) 機能別団員　５００人
４ その他規定の整備
＜施行日＞
　令和５年（２０２３年）４月１日

○熊本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
　基準を定める条例の一部改正について
　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４
年厚生労働省令第１５９号）の施行等による放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準（平成２６年厚生労働省令第６３号。以下「省令」という。）の
一部改正に伴い、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を見
直すため。
＜改正内容＞
　本市の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準については、
独自の基準以外は、省令に定める基準とする。
　※省令の主な改正内容
　(1) 利用者の安全の確保を図るため、放課後児童健全育成事業所における
　　  安全計画を策定すること。
　(2) 感染症や非常災害の発生時において利用者に対する支援の提供を継続
　　  的に実施する等のための業務継続計画を策定すること。
　(3) 事業を利用している児童の移動のために自動車を運行するときは、乗
　　 車及び降車の際に、点呼等の確実な方法により利用者の所在を確認しな
　　　ければならないこと。
＜施行日＞
　令和５年（２０２３年）４月１日

○特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
　特定の事務を取り扱う郵便局を指定するため。
＜主な内容＞
１ 指定する郵便局の名称
　(1) 熊本中央郵便局
　(2) 熊本東郵便局
２ 取扱事務
　署名用電子証明書及び利用者証明用電子証明書（以下「電子証明書」と
　いう。）に係る次に掲げる事務
　・電子証明書の発行の申請の受付
　・電子証明書の発行の申請に係る利用者確認のための書類の受付
　・申請に係る電子証明書を記録した電磁的記録媒体の引渡し
　・電子証明書の失効を求める旨の申請の受付
　・失効を求める旨の申請に係る利用者確認のための書類の受付
３ 取扱期間
　自 令和５年（２０２３年）１０月１日
　至 令和６年（２０２４年）３月３１日

○熊本市国民健康保険条例の一部改正について
　国民健康保険法施行令の一部を改正する政令（令和５年政令第２４号）等
の施行に伴い、国民健康保険料の賦課限度額及び低所得者に係る保険料軽
減措置の内容を見直すとともに、国民健康保険における出産育児一時金の支
給額を改定する等のため。
＜改正内容＞
１ 保険料の後期高齢者支援金等賦課限度額の引上げ
　２０万円 → ２２万円
２ 保険料の減額対象となる世帯を判定するための所得の算定における被保険
　者等の数に乗ずべき金額の引上げ
　(1) ５割軽減 ２８万５千円 → ２９万円
　(2) ２割軽減 ５２万円 → ５３万５千円
３ 出産育児一時金の支給額の改定
　４０万８千円 → ４８万８千円
４ その他規定の整備
＜施行日＞
　改正内容１から３まで → 令和５年（２０２３年）４月１日
　改正内容４ → 令和６年（２０２４年）１月１日

自
民
党

代表質問 第1回定例会において4会派が代表質問を行いました。質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

倉重　　徹議員

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置し、質問を行いました。

一般質問 第1回定例会の主な質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置し、質問を行いました。

こども医療費助成制度の拡充は、こどもを安心し
て産み育てられる環境整備の上で重要な施策で
ある。今議会に来年度からの実施
に必要な予算が計上されたが、
今回のこども医療費助成拡充の
概要と目的についてお尋ねする。

助成対象を外来・入院ともに高校３年生まで拡大し、さらに対象となる全
ての年齢で、保険調剤の自己負担をゼロとする。子育て世帯の経済的負
担の軽減を図ることで、子育てしやすいまちを実感いただけると考える。

こども医療費助成制度拡充の概要と目的

その他の質問項目
●熊本市自治基本条例の改正　●大西市政8年の検証と3期目の重点政策
●輸入物価高騰等に対する支援策
●政令市移行から10年、地域社会のあるべき姿　●交通政策

熊
本
自
民

澤田　昌作議員

動物と共生する地域社会を作る一環としての
地域猫活動で、現在市から拠出頂いている飼
い主のいない猫の不妊去勢
手術の制度化と継続的支援を
お願いしたい。

令和５年度は地域猫を含む飼い主のいない猫の不妊去勢手術につ
いて、本市独自で継続して取り組む。地域猫活動は継続することが
重要で、今後も取り組みの成果も踏まえながら、活動への支援体制
も含めて検討していく。

地域猫への継続的な支援と制度化について

その他の質問項目
●大西市政 3期目の市政運営　●未来への投資としての少子化対策
●交通問題への対応

熊本地震後、生活再建の観点から、発災時に飼育
していたペット一代限りの入居条件の下
で整備された舞原第三団地16戸。
今後入居者を募集する場合にも、
ペット飼育可としてほしいが、
募集内容と運用ルールは。

当団地については、ペット飼育に関する運用ルールを定め、ペット飼育が
可能な住宅として取り扱っていくこととし、募集についても、ペットを飼
育している世帯など、ペットに理解がある世帯を対象に実施していく。

舞原第三団地をペット飼育可能な団地へ

その他の質問項目
●こどもの命・権利を守る組織・取り組み　●本市職員の採用
●森の都推進部の新設　●シンクタンク活用（熊本市都市政策研究所）
●フィルムコミッション及びふるさと納税

公
明
党

藤永　　弘議員

建て替えた場合は約431億円、大規模改修は
約222億円と試算されているが、合併推進債約
111億円を使い建て替えた方が、
大規模改修よりも将来的な市民の
負担が少なくなる。今後の財政
見通しは。

令和４年度の財政の中期見通しでは、本庁舎建て替えのケース、大
規模改修のケース、いずれにおいても収支均衡または黒字、主要
財政指標については健全な水準を維持しながら推移していく見通
しとなっている。

市庁舎建て替え問題について

その他の質問項目
●人口減少社会対策　●公契約条例制定
●自主財源確保の取り組み　●個人所有の樹木等の倒木対策

市
民
連
合

西岡　誠也議員

津田征士郎議員

政令指定都市・熊本としての在り方や将来像、ま
た、今後、本市の果たすべき役割について市長の
考えは。

市民の多様な価値観を満足させることができる「上
質な生活都市」を実現するとともに、九州全体の発展
をけん引する役割を果たす。

本市の農水産業の発展につながる「持続
可能な農水産業」について、その実現に
向けた市長の見解を問う。

これまでの農水産業施策を検証し、現場の声
を受け止めながら、次世代につないでいける
「持続可能な農水産業」を実現していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

指定都市移行から10年と、これからの熊本市 持続可能な農水産業の実現に向けて熊
本
自
民

小佐井賀瑞宜議員

コロナ禍最大の課題である国民超過死亡数や情報リ
テラシー（※2）についてシンクタンクを活用し研究を進め
てはいかがか。

これまで蓄積してきた知見を活用し、データ戦略課を
はじめ、関係部局と一体となって政策立案につながる
研究に取り組む。

マスク着用に関しては医科学的にリス
クとベネフィット（※3）が存在するので公
平公正な情報提供の在り方を求める。

マスク着用の効果や健康面への影響など、正確な情報
を積極的に発信し、社会全体の理解が深まるよう啓発に
力を入れていく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

本市の都市政策研究所・シンクタンク（※1）の活用 マスクの使用に関する情報提供自
民
党

福永　洋一議員

街路樹などの現状について、調査・検証を行い、
明確な方針のもとに予算化を図り、適正管理に
努めること。

街路樹や公園などの緑は、景観や安全性
などを考慮し、地域との関わりを深めなが
ら適正かつ持続可能な維持管理に努める。

賃金は、市職員に準じるとしながら低位で、非正規
の職員が半数以上の実態あり。実態を把握し、改善
すべき。

賃金などの支払いは事業者と労働者の私的な雇用
契約となるため把握は困難であるが、指定管理者
選定時などに労働福祉の状況を確認していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

街路樹や公園の低木など樹木の適正な管理を 指定管理者制度における賃金の実態と対策市
民
連
合

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

那須　　円議員

大量の地下水を取水する半導体企業に
対し、量と質を保全するための地下水
保全協定を締結すべきでないか。

地下水保全の取り組みを着実に実施す
るとともに、協定締結の在り方について
も、県などに確認のうえ検討していく。

国は武力攻撃を前提とし自衛隊司令部の地下化を
進めている。市民の命を脅かす軍拡方針の中止を
求めるべき。

国において適切に判断されるものと考えているが、
市民生活に影響を与える事態が生じないよう、必要
に応じ国に対応を求めていく。

TSMC進出に伴い地下水保全協定の締結を 健軍自衛隊司令部の一部地下化は中止へ共
産
党

白河部貞志議員

高齢者や地域住民にとって非常に利便性が高い
AIデマンドタクシー「チョイソコくまもと天明」の
今後の展開は。

公共交通空白地域の解消や持続可能な公共交
通に向け、さまざまなニーズを探りながら本格
導入を目指し、他地域への展開につなげていく。

天明校区に新設される4階建ての施設一体
型義務教育学校における避難所機能強化
について現在の検討状況は。

垂直避難が可能な４階建ての校舎のほか、外
階段による避難経路の確保、体育館や武道
場の２階以上への配置などを検討している。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

「チョイソコくまもと天明」を本格運用へ 施設一体型義務教育学校に避難所機能を無
所
属
議
員

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

田上　辰也議員

兵庫県明石市の条例は先進的な取り組みだと
考えるが、これまでの本市の取り組み状況と今
後の見通しは。

懇話会などのご意見を伺いながら検討を重ね
てきたところであり、条例制定について令和５
年度中の実現を目指し取り組んでいく。

ある施設では、税金が役員の高額報酬に浪
費され、職員は減らされ入居者へのサービ
スは悪化している。適正化の指導を。

定期監査の際に確認し、必要に応じて指導
している。今後も適正な運営と健全な経営
確保の指導を図っていく。

犯罪被害者等支援条例制定の必要性 社会福祉法人の運営の在り方に調査と指導を市
民
連
合

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

吉村　健治議員

内密出産ガイドラインについて、本市はどのよ
うに受け止めているのか。また、どのような課
題があるのか。

ガイドラインは大きな意義を有するが、母子へ
の支援の中で課題を把握して国などに共有
し、社会全体で支える仕組みの構築が必要。

崇城大学を中心とした、「地域ＤＸ推進に向けたＤＸ
ハブ間連携」の官民連携の実証実験に本市も参画し
ては。

官民連携によるICTなどの新技術を活用した地域課
題の解決やプラットフォームにおける事業の創出な
どによりスマートシティ（※５）の実現に向けて取り組む。

内密出産ガイドラインの課題 ＤＸ（※4）の取り組みに官民連携を市
民
連
合



おしえて
ひごまる

シンクタンク（※1） ・・・・・・・・・・・ 地方自治体の政策立案において調査・研究を行い、当該問題を解決するための提言を行うことを目的に組織された機関・団体。

情報リテラシー（※2） ・・・・・・・・ 大量の情報の中から必要なものを収集し、分析・活用するための知識や技能のこと。

リスクとベネフィット（※3） ・・・「危険が生じる可能性」と「利益・恩恵」。

ＤＸ（※4） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
正式名称：Digital Transformation

ビジネス環境の激しい変化に対応し、デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変
革するとともに、業務、組織、プロセス、企業文化・風土を変革すること。

スマートシティ（※５） ・・・・・・・・・ ICT（情報通信技術）などの新技術やデータを活用し、多様な市民ニーズに対応したサービスの提供や都市機能を効率化・高度化す
ることにより、地域の課題を解決し、持続的な市民生活・都市活動を実現するまちのこと。

○熊本市消防団員の定員、任用、服務等に関する条例の一部改正について

主な議案の概要② （条例）

くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号 5くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号4

　消防団の機能別団員として新たに災害対応団員を設置するとともに、消防団
員の定年を定める等のため。
＜改正内容＞
１ 消防団に機能別団員として災害対応団員を設置する。
　※災害対応団員　災害発生時における活動等に従事する団員（１５年以上の
　　経験を有する消防団員退職者のうちから任命）
２ 消防団員の定年は、７０歳（団長及び副団長の職にある者については、７５歳）
　とする。
３ 消防団員の定員（４，８００人）について、次のとおり内訳を定める。
　(1) 基本団員　４，３００人
　(2) 機能別団員　５００人
４ その他規定の整備
＜施行日＞
　令和５年（２０２３年）４月１日

○熊本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
　基準を定める条例の一部改正について
　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４
年厚生労働省令第１５９号）の施行等による放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準（平成２６年厚生労働省令第６３号。以下「省令」という。）の
一部改正に伴い、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を見
直すため。
＜改正内容＞
　本市の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準については、
独自の基準以外は、省令に定める基準とする。
　※省令の主な改正内容
　(1) 利用者の安全の確保を図るため、放課後児童健全育成事業所における
　　  安全計画を策定すること。
　(2) 感染症や非常災害の発生時において利用者に対する支援の提供を継続
　　  的に実施する等のための業務継続計画を策定すること。
　(3) 事業を利用している児童の移動のために自動車を運行するときは、乗
　　 車及び降車の際に、点呼等の確実な方法により利用者の所在を確認しな
　　　ければならないこと。
＜施行日＞
　令和５年（２０２３年）４月１日

○特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
　特定の事務を取り扱う郵便局を指定するため。
＜主な内容＞
１ 指定する郵便局の名称
　(1) 熊本中央郵便局
　(2) 熊本東郵便局
２ 取扱事務
　署名用電子証明書及び利用者証明用電子証明書（以下「電子証明書」と
　いう。）に係る次に掲げる事務
　・電子証明書の発行の申請の受付
　・電子証明書の発行の申請に係る利用者確認のための書類の受付
　・申請に係る電子証明書を記録した電磁的記録媒体の引渡し
　・電子証明書の失効を求める旨の申請の受付
　・失効を求める旨の申請に係る利用者確認のための書類の受付
３ 取扱期間
　自 令和５年（２０２３年）１０月１日
　至 令和６年（２０２４年）３月３１日

○熊本市国民健康保険条例の一部改正について
　国民健康保険法施行令の一部を改正する政令（令和５年政令第２４号）等
の施行に伴い、国民健康保険料の賦課限度額及び低所得者に係る保険料軽
減措置の内容を見直すとともに、国民健康保険における出産育児一時金の支
給額を改定する等のため。
＜改正内容＞
１ 保険料の後期高齢者支援金等賦課限度額の引上げ
　２０万円 → ２２万円
２ 保険料の減額対象となる世帯を判定するための所得の算定における被保険
　者等の数に乗ずべき金額の引上げ
　(1) ５割軽減 ２８万５千円 → ２９万円
　(2) ２割軽減 ５２万円 → ５３万５千円
３ 出産育児一時金の支給額の改定
　４０万８千円 → ４８万８千円
４ その他規定の整備
＜施行日＞
　改正内容１から３まで → 令和５年（２０２３年）４月１日
　改正内容４ → 令和６年（２０２４年）１月１日

自
民
党

代表質問 第1回定例会において4会派が代表質問を行いました。質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

倉重　　徹議員

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置し、質問を行いました。

一般質問 第1回定例会の主な質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置し、質問を行いました。

こども医療費助成制度の拡充は、こどもを安心し
て産み育てられる環境整備の上で重要な施策で
ある。今議会に来年度からの実施
に必要な予算が計上されたが、
今回のこども医療費助成拡充の
概要と目的についてお尋ねする。

助成対象を外来・入院ともに高校３年生まで拡大し、さらに対象となる全
ての年齢で、保険調剤の自己負担をゼロとする。子育て世帯の経済的負
担の軽減を図ることで、子育てしやすいまちを実感いただけると考える。

こども医療費助成制度拡充の概要と目的

その他の質問項目
●熊本市自治基本条例の改正　●大西市政8年の検証と3期目の重点政策
●輸入物価高騰等に対する支援策
●政令市移行から10年、地域社会のあるべき姿　●交通政策

熊
本
自
民

澤田　昌作議員

動物と共生する地域社会を作る一環としての
地域猫活動で、現在市から拠出頂いている飼
い主のいない猫の不妊去勢
手術の制度化と継続的支援を
お願いしたい。

令和５年度は地域猫を含む飼い主のいない猫の不妊去勢手術につ
いて、本市独自で継続して取り組む。地域猫活動は継続することが
重要で、今後も取り組みの成果も踏まえながら、活動への支援体制
も含めて検討していく。

地域猫への継続的な支援と制度化について

その他の質問項目
●大西市政 3期目の市政運営　●未来への投資としての少子化対策
●交通問題への対応

熊本地震後、生活再建の観点から、発災時に飼育
していたペット一代限りの入居条件の下
で整備された舞原第三団地16戸。
今後入居者を募集する場合にも、
ペット飼育可としてほしいが、
募集内容と運用ルールは。

当団地については、ペット飼育に関する運用ルールを定め、ペット飼育が
可能な住宅として取り扱っていくこととし、募集についても、ペットを飼
育している世帯など、ペットに理解がある世帯を対象に実施していく。

舞原第三団地をペット飼育可能な団地へ

その他の質問項目
●こどもの命・権利を守る組織・取り組み　●本市職員の採用
●森の都推進部の新設　●シンクタンク活用（熊本市都市政策研究所）
●フィルムコミッション及びふるさと納税

公
明
党

藤永　　弘議員

建て替えた場合は約431億円、大規模改修は
約222億円と試算されているが、合併推進債約
111億円を使い建て替えた方が、
大規模改修よりも将来的な市民の
負担が少なくなる。今後の財政
見通しは。

令和４年度の財政の中期見通しでは、本庁舎建て替えのケース、大
規模改修のケース、いずれにおいても収支均衡または黒字、主要
財政指標については健全な水準を維持しながら推移していく見通
しとなっている。

市庁舎建て替え問題について

その他の質問項目
●人口減少社会対策　●公契約条例制定
●自主財源確保の取り組み　●個人所有の樹木等の倒木対策

市
民
連
合

西岡　誠也議員

津田征士郎議員

政令指定都市・熊本としての在り方や将来像、ま
た、今後、本市の果たすべき役割について市長の
考えは。

市民の多様な価値観を満足させることができる「上
質な生活都市」を実現するとともに、九州全体の発展
をけん引する役割を果たす。

本市の農水産業の発展につながる「持続
可能な農水産業」について、その実現に
向けた市長の見解を問う。

これまでの農水産業施策を検証し、現場の声
を受け止めながら、次世代につないでいける
「持続可能な農水産業」を実現していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

指定都市移行から10年と、これからの熊本市 持続可能な農水産業の実現に向けて熊
本
自
民

小佐井賀瑞宜議員

コロナ禍最大の課題である国民超過死亡数や情報リ
テラシー（※2）についてシンクタンクを活用し研究を進め
てはいかがか。

これまで蓄積してきた知見を活用し、データ戦略課を
はじめ、関係部局と一体となって政策立案につながる
研究に取り組む。

マスク着用に関しては医科学的にリス
クとベネフィット（※3）が存在するので公
平公正な情報提供の在り方を求める。

マスク着用の効果や健康面への影響など、正確な情報
を積極的に発信し、社会全体の理解が深まるよう啓発に
力を入れていく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

本市の都市政策研究所・シンクタンク（※1）の活用 マスクの使用に関する情報提供自
民
党

福永　洋一議員

街路樹などの現状について、調査・検証を行い、
明確な方針のもとに予算化を図り、適正管理に
努めること。

街路樹や公園などの緑は、景観や安全性
などを考慮し、地域との関わりを深めなが
ら適正かつ持続可能な維持管理に努める。

賃金は、市職員に準じるとしながら低位で、非正規
の職員が半数以上の実態あり。実態を把握し、改善
すべき。

賃金などの支払いは事業者と労働者の私的な雇用
契約となるため把握は困難であるが、指定管理者
選定時などに労働福祉の状況を確認していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

街路樹や公園の低木など樹木の適正な管理を 指定管理者制度における賃金の実態と対策市
民
連
合

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

那須　　円議員

大量の地下水を取水する半導体企業に
対し、量と質を保全するための地下水
保全協定を締結すべきでないか。

地下水保全の取り組みを着実に実施す
るとともに、協定締結の在り方について
も、県などに確認のうえ検討していく。

国は武力攻撃を前提とし自衛隊司令部の地下化を
進めている。市民の命を脅かす軍拡方針の中止を
求めるべき。

国において適切に判断されるものと考えているが、
市民生活に影響を与える事態が生じないよう、必要
に応じ国に対応を求めていく。

TSMC進出に伴い地下水保全協定の締結を 健軍自衛隊司令部の一部地下化は中止へ共
産
党

白河部貞志議員

高齢者や地域住民にとって非常に利便性が高い
AIデマンドタクシー「チョイソコくまもと天明」の
今後の展開は。

公共交通空白地域の解消や持続可能な公共交
通に向け、さまざまなニーズを探りながら本格
導入を目指し、他地域への展開につなげていく。

天明校区に新設される4階建ての施設一体
型義務教育学校における避難所機能強化
について現在の検討状況は。

垂直避難が可能な４階建ての校舎のほか、外
階段による避難経路の確保、体育館や武道
場の２階以上への配置などを検討している。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

「チョイソコくまもと天明」を本格運用へ 施設一体型義務教育学校に避難所機能を無
所
属
議
員

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

田上　辰也議員

兵庫県明石市の条例は先進的な取り組みだと
考えるが、これまでの本市の取り組み状況と今
後の見通しは。

懇話会などのご意見を伺いながら検討を重ね
てきたところであり、条例制定について令和５
年度中の実現を目指し取り組んでいく。

ある施設では、税金が役員の高額報酬に浪
費され、職員は減らされ入居者へのサービ
スは悪化している。適正化の指導を。

定期監査の際に確認し、必要に応じて指導
している。今後も適正な運営と健全な経営
確保の指導を図っていく。

犯罪被害者等支援条例制定の必要性 社会福祉法人の運営の在り方に調査と指導を市
民
連
合

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

吉村　健治議員

内密出産ガイドラインについて、本市はどのよ
うに受け止めているのか。また、どのような課
題があるのか。

ガイドラインは大きな意義を有するが、母子へ
の支援の中で課題を把握して国などに共有
し、社会全体で支える仕組みの構築が必要。

崇城大学を中心とした、「地域ＤＸ推進に向けたＤＸ
ハブ間連携」の官民連携の実証実験に本市も参画し
ては。

官民連携によるICTなどの新技術を活用した地域課
題の解決やプラットフォームにおける事業の創出な
どによりスマートシティ（※５）の実現に向けて取り組む。

内密出産ガイドラインの課題 ＤＸ（※4）の取り組みに官民連携を市
民
連
合

内密出産ガイドラインについて、本市はどのよ
うに受け止めているのか。また、どのような課

ガイドラインは大きな意義を有するが、母子へ
の支援の中で課題を把握して国などに共有
し、社会全体で支える仕組みの構築が必要。



締めくくり質疑（令和5年3月13日）
令和5年度 熊本市一般会計予算
●中小企業への支援　　●財政見通し

令和5年度 熊本市国民健康保険会計予算
●一般会計繰り入れと負担軽減策
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●公文書館の設置
多額の財政負担が見込まれることから、
市の方針について市民の理解が得られ
るよう丁寧な説明を求めたい。

●熊本市財政の中期見通し
本庁舎整備経費に近年の資材価格高騰による影響が反映
されていないことについて指摘があり、本市財政に与える
影響も大きいことから、今後の議論に際しては、より現状
に即した試算経費の提示を求めたい。

●三十五人学級
未導入の中学二年生、三年生について
も、速やかに拡充してもらいたい。

●中心市街地分煙施設設置費助成事業
市内中心部においては、公設灰皿撤去に伴い、吸殻のポイ
捨てが散見されることから、施設の設置と運営を官民での
役割分担や他局との連携などにより、喫煙所を整備しても
らいたい。

●地域猫適正管理推進事業
野良猫への餌やりに関して現状把握とその対応を求めたい。
また、地域猫活動に対する住民の理解促進のため積極的な周
知広報に努めてもらうとともに、今後も継続的な取り組みが必
要なため民間資金の活用を含め財源確保策の検討を求めたい。

●こども医療費助成
さらなる制度拡充や完全無料化に向け、財源確
保に努めてもらいたい。また、制度改正に伴うシ
ステム改修については、関係部門と連携し、その
都度、費用負担が生じないよう研究を求めたい。

●下水道事業の脱炭素化に向けた検討
脱炭素化に資する手法などの下水道事業への導入可能
性に関し、今後の事業実施に向け、引き続き十分な検討
を求めたい。

●砂取環境保護地区買入れ経費
環境保護地区における一般住宅を含めた指
定や協力金などの在り方に関しては、引き続
き、環境審議会の意見を踏まえた十分な検
討を求めたい。

●アーバンスポーツの普及啓発
坪井川緑地公園のリニューアルに合わせ、専用
施設の整備について愛好家の要望が多いと聞く
ので、普及啓発に努めるとともに専用施設の整
備を進めてもらいたい。

●しごと学びWEBライブ事業
こどものキャリア育成や地場企業の育成に大変有意義であると思
うので、対象年齢の引上げや対象業種の拡大などさまざまな工夫
を凝らしながら継続して鋭意取り組んでもらいたい。

●市電運賃の新たな決済方法
顔認証決済は、利用者の利便性向上と市電の
定時性確保に寄与すると思うので、本格導入
を視野に入れ鋭意取り組んでもらいたい。

●交通渋滞解消に向けて
市民の具体的な行動変容につながるよう、目
標指標や将来ビジョンを明示しながら、自動
車から公共交通への利用転換を促してもら
いたい。

分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門別に
行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。予算決算委員会の審査概要 全議員で構成する当委員会で、令和5年度当初予算、令和4年度補正予算及び関連議案について

審査を行いました。質疑の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

総括質疑 （3月2日）

熊 本 自 民
本市の保有資産額（財産）が少ない要因質

疑1
なぜ熊本市の資産(財産)保有額は、政令市20市中最下位なのか？

負債に対する資産の割合が低く『債務超過』？質
疑2

なぜ熊本市の財政で、資産÷負債の係数が政令市20市中、1.40と
最下位なのか？ちなみに1.00を切ると『債務超過』ではないのか？

地方債現在高の今後の見通し質
疑3

令和２年度より令和３年度は、資産÷負債の係数2％強悪化しているよ
うだが、令和３年度地方債(借金)5,005億円が、令和８年度に１割以上
増え5,580億円になるのはなぜか？

学校給食には、安全性が100％担保された食材を質
疑６

小中学校の給食への、コオロギ食材(パウダー
含む)導入せずの確認！

市債残高（借金）の見込み4
本庁舎建て替え及び市電延伸をしなかった場合、地方債(借金)はどれ
ほど減らせるのか？

ふるさと応援寄付金推進事業について質
疑７

令和5年度の新たな取り組みと目標額を問う。

教育現場の人員充実や環境整備質
疑８

教育環境充実のための人員確保はいまだ充分ではないという認識は
あるか。部活動支援員の予算削減理由、教育分野の非正規職員の賃
金改善を問う。

教育委員会事務局の組織体制と人員充実質
疑9

政令指定都市移行前後の教育委員会事務局の人員変化と、今後の人
員増は行えるか。

博物館収蔵庫の増改築の予算要求がゼロ回答質
疑10

文化財の重要性と、現場の状況を把握した上で収蔵庫の拡充を。

統一地方選挙に向けての取り組み質
疑11

統一地方選挙の各区の開票終了の目標時間と、達成のために実施す
る新たな工夫を問う。

問題のあった事業者への業務委託の考え方質
疑12

事件や監査での厳しい指導があったにも関わらず改善が行われない
場合は、途中での契約解除や新たな事業者を選定することが可能か。

企業誘致、起業支援について質
疑13

令和5年度の企業誘致数、起業数の目標と達成の見通しは。

土砂災害危険区域の対策質
疑14

市道沿いの土砂災害危険区域の箇所数と、その場への予防措置は十
分か。対応の予算はどの程度かかるか。

大学と連携した新たな教員人材確保の強化質
疑15

すでに教育実習という学習指導を体験する制度が実施されているが、
新たな事業にはどのような違いがあるのか。

本庁舎等整備の在り方に関する有識者会議の今後質
疑16

有識者会議のスケジュールとその審議内容、答申の時期については、
有識者会議の答申後、どのくらいの期間で本庁舎整備に対する最終
的な判断を下すつもりか。

半導体関連企業の誘致強化質
疑17

進出の計画がある企業の期待に応えるための戦略的土地利用検証は
待ったなし。この検証プロジェクトの答えはいつ頃か。また、具体的な産
業用地の整備計画を早急に示すことこそが、最も大切な企業誘致の戦
略だと考えるが、現在考えている産業用地の整備計画について問う。

質
疑

京都市の『財産破綻』報道から、熊本市の分析・解析により
RICHかPOORか

５
京都市の『財政破綻』が、昨年の２月７日にニュースになっていたが、資
産÷負債の係数が京都市より何倍も悪い熊本市の財政は大丈夫か？　
政令市の中では、RICHなのか？POORなのか？

質
疑

自 民 党
たばこ税と分煙環境整備質

疑1
現在の街中における劣悪な喫煙環境の現状を踏まえ、市で喫煙所を整
備するとか、民間で整備された喫煙所の維持管理費を補助するなど、解
決の方策を講じる考えはあるか。

子育て支援予算について質
疑2

さまざまな子育て支援に関する事業の予算が計上されているが、年度途
中にこどもを産んだけれども保育園に入れない、いわゆる保留児童の相談
がよく寄せられる。また、保育士の確保ができず入所定員を減されるとの
話もよく聞くが、こうした状況に対応する効果的な方策を考えているのか。

移住支援経費について質
疑3

東京２３区からの移住支援金及び県外からの移住に対する助成金が予算計
上されているが、これに期待する効果とこれまでの実績はどうなっているか。
また、実態の伴わない不正受給などに対する取り扱いはどうなっているか。

財産収入の確保質
疑６

現在、未利用の市有地が相当程度存在すると思われるが、その実態と今
後の処分方針はどうなっているか。

文化顧問の設置経費について4
新たに文化顧問設置経費として７７０万円が計上されているが、設置の目
的とその業務内容、そしてどのような方を選任されるのか。また、新年度
より創設される「くまもとし文化協会」との関わりは。

公共施設の指定管理料質
疑７

公共施設の指定管理業務委託契約における協定には、物価高騰時のリ
スク分担が定められているが、物価高騰の割合はどの程度までを想定し
ているのかの明示もなく、また受託者との相互理解も図られていない状
況にある。今後、何らかの対応を検討する必要があると思うが、どのよう
に考えているか。

質
疑

熊本市斎場にバリアフリートイレなどの設置を質
疑1

熊本市斎場の車いす用トイレは、付添人が入れないほど手狭である。現
在使用されていない売店跡地を利活用し、バリアフリートイレと、快適で
ゆっくり過ごせる授乳室の設置を求める。

車優先の都市高速はやめて、環境に
やさしい公共交通の利用促進・省エネ対策などの推進を

質
疑1

県市合わせ約4,000億円が想定される都市高速は中止し、市民向け
温暖化対策「省エネ機器等導入推進事業補助金」を拡充し、公共交通
の利用促進策として無料化策のさらなる拡充や、障がい者のおでか
けICカード無料化・若者対象の負担軽減制度などを実施してほしい。

効果的な少子化対策に結婚支援センターを質
疑2

ボランティアの結婚世話人によるマッチングでは、結婚に至るまでの成果
があまり出ていないことから、もっと予算を増やし、出会いの場の創出を
図るべきではないか。本市に結婚支援センターを設置してみてはどうか。

がん患者の不安解消への取り組み質
疑3

がん患者の様々な悩みや不安を把握し、解消につなげているか。女性がん患者
における医療用ウィッグの助成制度導入に向けた来年度の予算要求状況は。

胃がんリスク検査の受診増加に向けた取り組みを4
本市は、素晴らしい事業である胃がんリスク検査を令和3年
10月1日より開始された。ピロリ菌検査により、ピロリ菌除去
をすることは、胃がんになるリスクを減らし、早期発見以上の
効果を発揮することができると確信している。受診者の増加
を図るため、41、45、49歳の方に個別受診推奨通知を発送
するなど、頑張っているが、さらなる取り組みができないか。

質
疑

公園管理経費について５
公園の中には遊具もなく適切な除草もできず、かえっ
て近隣住民の方に迷惑をかけている箇所もあるので、
これらの公園を廃止・売却し、集約することにより、
使い勝手の良い魅力ある公園を整備してはどうか。

質
疑

公 明 党

共 産 党

自家用車 公共交通

特 別 委 員 会 の 調 査 を 終 了 し まし た特 別 委 員 会 の 調 査 を 終 了 し まし た
特別委員会の調査が、今次定例会をもって終了しました。調査概要は以下のとおりです。

本庁舎に求められる機能と在り方及びこれに係る諸問題に関する
調査を行うこと。

庁舎整備に関する特別委員会

調査目的

令和元年5月15日～令和5年3月15日
調査期間

・本庁舎（議会棟を含む）の耐震性能の状況について
・本庁舎に求められる機能及び区役所との役割分担について
・本庁舎整備の必要性について

調査概要

まとめ

大都市税財政制度・都市問題等特別委員会

　庁舎整備に関しては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、令和
２年５月、市長より、議会における議論の中断の申し出があり、現在、有識者会
議において審議が行われている。
　庁舎整備の在り方については、市民の関心が非常に高く、また、多額の財
政負担が見込まれることから、今後の市政運営に大きく影響する極めて重要
な案件であるため、議会と執行部が十分に議論を尽くすことが肝要である。
　市に対しては、庁舎整備に関する取り組みを進めるにあたり、市民や議会
の理解を十分に得るため、積極的な情報提供と説明責任を果たすとともに、
慎重かつ丁寧な検討を要望した。
　また、議会においては、市からの議論再開の申し出があった際に、円滑な議
論の開始に資するよう、引き続き庁舎整備の在り方に特化した特別委員会を
設置し、議会の役割と責任において、さらに議論を深めていくこととした。

大都市における税財政制度及び都市問題に関する調査を行うこと。
調査目的

令和元年5月15日～令和5年3月15日
調査期間

・国の施策及び予算に関する提案（通称：白本）に関する事項について
・大都市財政の実態に即応する財源の拡充についての要望（通称：青本）に
  関する事項について
・大都市における税財政制度の研究について
・本市の指定都市移行の効果と課題に関する調査について

調査概要

まとめ
　本市における自主財源の確保策や指定都市による国への共同提案に関す
る調査を行うとともに、指定都市移行後の効果について、財政状況、権限移
譲、区役所機能、都市イメージの観点から検証を行い、区政導入後の様々な
取り組みの効果が市民に十分に行き届いているとはいえない現状などが明
らかになった。
　指定都市移行に加え、多発する災害や新型コロナウイルス感染症対策など
により、本市の財政運営は厳しい状況にある中、中枢都市として、様々な重要
施策を積極的に推進し、圏外そして日本全体をけん引する役割を果たすこと
が求められている。
　市に対し、実態に即応した税財政制度の確立に向け、引き続き、国政への
力強い働きかけと、地域課題に関する情報共有の在り方や解決手法につい
て、より一層取り組むことを要望した。



締めくくり質疑（令和5年3月13日）
令和5年度 熊本市一般会計予算
●中小企業への支援　　●財政見通し

令和5年度 熊本市国民健康保険会計予算
●一般会計繰り入れと負担軽減策

くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号 7くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）6月 第46号6
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●公文書館の設置
多額の財政負担が見込まれることから、
市の方針について市民の理解が得られ
るよう丁寧な説明を求めたい。

●熊本市財政の中期見通し
本庁舎整備経費に近年の資材価格高騰による影響が反映
されていないことについて指摘があり、本市財政に与える
影響も大きいことから、今後の議論に際しては、より現状
に即した試算経費の提示を求めたい。

●三十五人学級
未導入の中学二年生、三年生について
も、速やかに拡充してもらいたい。

●中心市街地分煙施設設置費助成事業
市内中心部においては、公設灰皿撤去に伴い、吸殻のポイ
捨てが散見されることから、施設の設置と運営を官民での
役割分担や他局との連携などにより、喫煙所を整備しても
らいたい。

●地域猫適正管理推進事業
野良猫への餌やりに関して現状把握とその対応を求めたい。
また、地域猫活動に対する住民の理解促進のため積極的な周
知広報に努めてもらうとともに、今後も継続的な取り組みが必
要なため民間資金の活用を含め財源確保策の検討を求めたい。

●こども医療費助成
さらなる制度拡充や完全無料化に向け、財源確
保に努めてもらいたい。また、制度改正に伴うシ
ステム改修については、関係部門と連携し、その
都度、費用負担が生じないよう研究を求めたい。

●下水道事業の脱炭素化に向けた検討
脱炭素化に資する手法などの下水道事業への導入可能
性に関し、今後の事業実施に向け、引き続き十分な検討
を求めたい。

●砂取環境保護地区買入れ経費
環境保護地区における一般住宅を含めた指
定や協力金などの在り方に関しては、引き続
き、環境審議会の意見を踏まえた十分な検
討を求めたい。

●アーバンスポーツの普及啓発
坪井川緑地公園のリニューアルに合わせ、専用
施設の整備について愛好家の要望が多いと聞く
ので、普及啓発に努めるとともに専用施設の整
備を進めてもらいたい。

●しごと学びWEBライブ事業
こどものキャリア育成や地場企業の育成に大変有意義であると思
うので、対象年齢の引上げや対象業種の拡大などさまざまな工夫
を凝らしながら継続して鋭意取り組んでもらいたい。

●市電運賃の新たな決済方法
顔認証決済は、利用者の利便性向上と市電の
定時性確保に寄与すると思うので、本格導入
を視野に入れ鋭意取り組んでもらいたい。

●交通渋滞解消に向けて
市民の具体的な行動変容につながるよう、目
標指標や将来ビジョンを明示しながら、自動
車から公共交通への利用転換を促してもら
いたい。

分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門別に
行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。予算決算委員会の審査概要 全議員で構成する当委員会で、令和5年度当初予算、令和4年度補正予算及び関連議案について

審査を行いました。質疑の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

総括質疑 （3月2日）

熊 本 自 民
本市の保有資産額（財産）が少ない要因質

疑1
なぜ熊本市の資産(財産)保有額は、政令市20市中最下位なのか？

負債に対する資産の割合が低く『債務超過』？質
疑2

なぜ熊本市の財政で、資産÷負債の係数が政令市20市中、1.40と
最下位なのか？ちなみに1.00を切ると『債務超過』ではないのか？

地方債現在高の今後の見通し質
疑3

令和２年度より令和３年度は、資産÷負債の係数2％強悪化しているよ
うだが、令和３年度地方債(借金)5,005億円が、令和８年度に１割以上
増え5,580億円になるのはなぜか？

学校給食には、安全性が100％担保された食材を質
疑６

小中学校の給食への、コオロギ食材(パウダー
含む)導入せずの確認！

市債残高（借金）の見込み4
本庁舎建て替え及び市電延伸をしなかった場合、地方債(借金)はどれ
ほど減らせるのか？

ふるさと応援寄付金推進事業について質
疑７

令和5年度の新たな取り組みと目標額を問う。

教育現場の人員充実や環境整備質
疑８

教育環境充実のための人員確保はいまだ充分ではないという認識は
あるか。部活動支援員の予算削減理由、教育分野の非正規職員の賃
金改善を問う。

教育委員会事務局の組織体制と人員充実質
疑9

政令指定都市移行前後の教育委員会事務局の人員変化と、今後の人
員増は行えるか。

博物館収蔵庫の増改築の予算要求がゼロ回答質
疑10

文化財の重要性と、現場の状況を把握した上で収蔵庫の拡充を。

統一地方選挙に向けての取り組み質
疑11

統一地方選挙の各区の開票終了の目標時間と、達成のために実施す
る新たな工夫を問う。

問題のあった事業者への業務委託の考え方質
疑12

事件や監査での厳しい指導があったにも関わらず改善が行われない
場合は、途中での契約解除や新たな事業者を選定することが可能か。

企業誘致、起業支援について質
疑13

令和5年度の企業誘致数、起業数の目標と達成の見通しは。

土砂災害危険区域の対策質
疑14

市道沿いの土砂災害危険区域の箇所数と、その場への予防措置は十
分か。対応の予算はどの程度かかるか。

大学と連携した新たな教員人材確保の強化質
疑15

すでに教育実習という学習指導を体験する制度が実施されているが、
新たな事業にはどのような違いがあるのか。

本庁舎等整備の在り方に関する有識者会議の今後質
疑16

有識者会議のスケジュールとその審議内容、答申の時期については、
有識者会議の答申後、どのくらいの期間で本庁舎整備に対する最終
的な判断を下すつもりか。

半導体関連企業の誘致強化質
疑17

進出の計画がある企業の期待に応えるための戦略的土地利用検証は
待ったなし。この検証プロジェクトの答えはいつ頃か。また、具体的な産
業用地の整備計画を早急に示すことこそが、最も大切な企業誘致の戦
略だと考えるが、現在考えている産業用地の整備計画について問う。

質
疑

京都市の『財産破綻』報道から、熊本市の分析・解析により
RICHかPOORか

５
京都市の『財政破綻』が、昨年の２月７日にニュースになっていたが、資
産÷負債の係数が京都市より何倍も悪い熊本市の財政は大丈夫か？　
政令市の中では、RICHなのか？POORなのか？

質
疑

自 民 党
たばこ税と分煙環境整備質

疑1
現在の街中における劣悪な喫煙環境の現状を踏まえ、市で喫煙所を整
備するとか、民間で整備された喫煙所の維持管理費を補助するなど、解
決の方策を講じる考えはあるか。

子育て支援予算について質
疑2

さまざまな子育て支援に関する事業の予算が計上されているが、年度途
中にこどもを産んだけれども保育園に入れない、いわゆる保留児童の相談
がよく寄せられる。また、保育士の確保ができず入所定員を減されるとの
話もよく聞くが、こうした状況に対応する効果的な方策を考えているのか。

移住支援経費について質
疑3

東京２３区からの移住支援金及び県外からの移住に対する助成金が予算計
上されているが、これに期待する効果とこれまでの実績はどうなっているか。
また、実態の伴わない不正受給などに対する取り扱いはどうなっているか。

財産収入の確保質
疑６

現在、未利用の市有地が相当程度存在すると思われるが、その実態と今
後の処分方針はどうなっているか。

文化顧問の設置経費について4
新たに文化顧問設置経費として７７０万円が計上されているが、設置の目
的とその業務内容、そしてどのような方を選任されるのか。また、新年度
より創設される「くまもとし文化協会」との関わりは。

公共施設の指定管理料質
疑７

公共施設の指定管理業務委託契約における協定には、物価高騰時のリ
スク分担が定められているが、物価高騰の割合はどの程度までを想定し
ているのかの明示もなく、また受託者との相互理解も図られていない状
況にある。今後、何らかの対応を検討する必要があると思うが、どのよう
に考えているか。

質
疑

熊本市斎場にバリアフリートイレなどの設置を質
疑1

熊本市斎場の車いす用トイレは、付添人が入れないほど手狭である。現
在使用されていない売店跡地を利活用し、バリアフリートイレと、快適で
ゆっくり過ごせる授乳室の設置を求める。

車優先の都市高速はやめて、環境に
やさしい公共交通の利用促進・省エネ対策などの推進を

質
疑1

県市合わせ約4,000億円が想定される都市高速は中止し、市民向け
温暖化対策「省エネ機器等導入推進事業補助金」を拡充し、公共交通
の利用促進策として無料化策のさらなる拡充や、障がい者のおでか
けICカード無料化・若者対象の負担軽減制度などを実施してほしい。

効果的な少子化対策に結婚支援センターを質
疑2

ボランティアの結婚世話人によるマッチングでは、結婚に至るまでの成果
があまり出ていないことから、もっと予算を増やし、出会いの場の創出を
図るべきではないか。本市に結婚支援センターを設置してみてはどうか。

がん患者の不安解消への取り組み質
疑3

がん患者の様々な悩みや不安を把握し、解消につなげているか。女性がん患者
における医療用ウィッグの助成制度導入に向けた来年度の予算要求状況は。

胃がんリスク検査の受診増加に向けた取り組みを4
本市は、素晴らしい事業である胃がんリスク検査を令和3年
10月1日より開始された。ピロリ菌検査により、ピロリ菌除去
をすることは、胃がんになるリスクを減らし、早期発見以上の
効果を発揮することができると確信している。受診者の増加
を図るため、41、45、49歳の方に個別受診推奨通知を発送
するなど、頑張っているが、さらなる取り組みができないか。

質
疑

公園管理経費について５
公園の中には遊具もなく適切な除草もできず、かえっ
て近隣住民の方に迷惑をかけている箇所もあるので、
これらの公園を廃止・売却し、集約することにより、
使い勝手の良い魅力ある公園を整備してはどうか。

質
疑

公 明 党

共 産 党

自家用車 公共交通

特 別 委 員 会 の 調 査 を 終 了 し まし た特 別 委 員 会 の 調 査 を 終 了 し まし た
特別委員会の調査が、今次定例会をもって終了しました。調査概要は以下のとおりです。

本庁舎に求められる機能と在り方及びこれに係る諸問題に関する
調査を行うこと。

庁舎整備に関する特別委員会

調査目的

令和元年5月15日～令和5年3月15日
調査期間

・本庁舎（議会棟を含む）の耐震性能の状況について
・本庁舎に求められる機能及び区役所との役割分担について
・本庁舎整備の必要性について

調査概要

まとめ

大都市税財政制度・都市問題等特別委員会

　庁舎整備に関しては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、令和
２年５月、市長より、議会における議論の中断の申し出があり、現在、有識者会
議において審議が行われている。
　庁舎整備の在り方については、市民の関心が非常に高く、また、多額の財
政負担が見込まれることから、今後の市政運営に大きく影響する極めて重要
な案件であるため、議会と執行部が十分に議論を尽くすことが肝要である。
　市に対しては、庁舎整備に関する取り組みを進めるにあたり、市民や議会
の理解を十分に得るため、積極的な情報提供と説明責任を果たすとともに、
慎重かつ丁寧な検討を要望した。
　また、議会においては、市からの議論再開の申し出があった際に、円滑な議
論の開始に資するよう、引き続き庁舎整備の在り方に特化した特別委員会を
設置し、議会の役割と責任において、さらに議論を深めていくこととした。

大都市における税財政制度及び都市問題に関する調査を行うこと。
調査目的

令和元年5月15日～令和5年3月15日
調査期間

・国の施策及び予算に関する提案（通称：白本）に関する事項について
・大都市財政の実態に即応する財源の拡充についての要望（通称：青本）に
  関する事項について
・大都市における税財政制度の研究について
・本市の指定都市移行の効果と課題に関する調査について

調査概要

まとめ
　本市における自主財源の確保策や指定都市による国への共同提案に関す
る調査を行うとともに、指定都市移行後の効果について、財政状況、権限移
譲、区役所機能、都市イメージの観点から検証を行い、区政導入後の様々な
取り組みの効果が市民に十分に行き届いているとはいえない現状などが明
らかになった。
　指定都市移行に加え、多発する災害や新型コロナウイルス感染症対策など
により、本市の財政運営は厳しい状況にある中、中枢都市として、様々な重要
施策を積極的に推進し、圏外そして日本全体をけん引する役割を果たすこと
が求められている。
　市に対し、実態に即応した税財政制度の確立に向け、引き続き、国政への
力強い働きかけと、地域課題に関する情報共有の在り方や解決手法につい
て、より一層取り組むことを要望した。
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　いつも議会だよりをご愛読いただき、
誠にありがとうございます。毎回、議会で
の取り組みを身近に感じていただけるよ
う、市民の皆さまへ読みやすく分かりやす
い広報紙になるよう、広報委員メンバーで
工夫をしながら作成しております。今後も
お気づきの点がございましたら、ご意見・
ご要望をお願いいたします。

編
集

後
記

議会広報
委 員 会
（１０名）  島津 哲也 議会広報委員

三森至加委員長 光永邦保委員 吉村健治委員

齊藤博委員 島津哲也委員高瀬千鶴子委員 荒川慎太郎委員 古川智子委員

山本浩之副委員長 田中敦　委員

古川智子委員

光永邦保委員

荒川慎太郎委員

山本浩之副委員長

齊藤博委員

吉村健治委員

6月16日(金)～7月6日(木)第2回定例会は、

★傍聴にいらっしゃいませんか
本会議…どなたでも自由に傍聴することができます。傍聴希望の方は、本会
　　　　議の開催される日に議会棟5階、受付にお越しください。
委員会…委員会室外に設けられたモニターテレビを通じて、どなたでも自由
　　　　に傍聴（視聴）することができます。

★インターネット中継の実施
定例会、臨時会の本会議及び予算決算委員会は、熊本市議会ホームペー
ジで生中継・録画中継を行っています。また、委員会は、無料動画配信サー
ビス（YouTube）にて配信しています。詳しくは熊本市議会ホームページ
をご覧ください。

★手話通訳の放映
聴覚に障がいのある方への傍聴環境を充実させるため、本会議の生中継・
録画中継の映像に、手話通訳の画面表示を行っています。傍聴席において
も、手話通訳映像をご覧いただけるようモニターを設置しています。

★点字・音声版を発行しています
熊本市議会だよりの点字・音声版を希望される場合は、下記の議会局までお
電話いただくか、必要事項(住所・氏名・電話番号・点字か音声のどちらを希
望するか)を記載の上、メール・ＦＡＸ・郵便にてご連絡ください。

★皆様のご意見をお寄せください
熊本市議会だよりをさらに良いものにしていくためにご意見・ご感想を募集
しております。
送付先：下記の議会局までお願いします。

詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

永年にわたり、市政発展のために尽力された
議員の皆さまが表彰されました。

市議会からのお知らせ

くまもと
市議会だより
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　この度、第60代熊本市議会議長に就任いたしました田中敦朗でございます。
　歴史と伝統ある熊本市議会の議長という大任を拝したこと、身に余る光栄であり、同時にその責任の重さに身の引き締まる思いでござ
います。議長として公正かつ円滑な議会運営と住民福祉のさらなる向上に全力で取り組むとともに、より開かれた、市民の皆さまに身近な
議会の実現を目指してまいります。
　さて、令和5年5月8日をもって新型コロナウイルス感染症が法律上、5類感染症に移行となりました。社会も生活も徐々にコロナ禍前
の日常に戻ることを期待致すところです。
　今後は、命と健康を最優先にしつつ、さらに社会活動や地域経済を拡大していく必要があります。本市では、物価高騰への経済対策をは
じめ、超高齢社会に伴う医療・福祉の在り方、次代を担う子どもたちの育成や少子化対策など、取り組むべき重要な課題を抱えておりま
す。市議会といたしましても、二元代表制の一翼を担うべく、市民の皆さまの声に耳を傾け、その声を背景に議論し、市政を発展させてい
くことがますます重要となると考えます。
　私は議長として、魅力ある郷土を活かし、生まれて良かった、住んで良かった、来て良かったまち実現に向け、市議会が力を十分発揮で
きるよう全力を尽くしてまいる所存でございますので、今後とも市民の皆さまの一層のご理解とご協力を賜りますよう心からお願い申し
上げます。

新議長あいさつ

　この度、第６３代副議長に就任いたしました大嶌澄雄でございます。伝統ある熊本市議会の副議長という大任を拝し、誠に光栄に存じます
とともに、責任の重さを痛感いたしておるところでございます。副議長として田中議長をお支えし、議会の円滑な運営と市政のさらなる発
展のため精一杯努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　いま、社会経済情勢は急速な少子高齢化への対応や災害対策、エネルギー価格や物価の高騰など、大きな変化に直面しています。私は
市民の皆さまが安心した社会生活を送れるよう、全力を注いでまいります。
　また、市民の代弁者として、議会のあるべき姿について議論を重ねるとともに、本市議会が市民の皆さまからの負託と信頼に応えられま
すよう努力を傾注してまいる所存でございます。
　市民の皆さまに、より一層の御支援と御協力をお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせていただきます。

新副議長あいさつ

議長  田中　敦朗

待望の熊本西環状道路　　写真提供：島津哲也 議会広報委員

副議長  大嶌　澄雄

議 案 番 号・件 名

議第1号

議第18号

議第39号

議第42号

議第92号

議第95号

議第96号

令和5年度熊本市一般会計予算

令和4年度熊本市一般会計補正予算

熊本市消防団員の定員、任用、服務等に関する条例の一部改正について

熊本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

特定の事務を取り扱う郵便局の指定について

熊本市国民健康保険条例の一部改正について

令和4年度熊本市一般会計補正予算

共
産
党

市
民
連
合

公
明
党

自
民
党

熊
本
自
民

議
決
結
果

主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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可決

可決

可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第１回定例会では、3件の意見書が可決（内2件が全会一致）されました。

発議第２号

発議第３号

発議第４号

地方における人材不足解消に向けた制度改革の推進を求める意見書について

多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書について

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書について

※発議第2号～３号は、
　全会一致で可決されました。

総務大臣より表彰

第98回全国市議会議長会総会における表彰

田中 敦朗 議員
原 　　亨 議員

令和4年 自治功労者表彰

35年以上　落水 清弘 議員

 15年以上
上田 芳裕 議員
紫垣 正仁 議員
那須　 円 議員

10年以上
大嶌 澄雄 議員

たなか あつお

おおしま すみお


